
Ⅰ．はじめに

　戦後の拡大造林の反省や環境保全的観点から広葉樹造林が見直

されて久しい。鹿児島県（以下「本県」）における主要広葉樹造

林樹種は，治山事業等に用いられるクヌギを除くと，シイ・カシ

類，イスノキ，クスノキといった本県の気候条件には比較的適し

た常緑広葉樹（林業科学振興所，１９９４；熊本営林局，１９９５）と一

部では落葉性のケヤキが好まれて植栽されてきた。その中でも特

にイチイガシについては，その樹種特性から成長が比較的早く，

通直な樹幹を形成し易いといった用材生産への期待も高いことか

ら，本県での造林実績は１９８７年以降の累積面積で約７０ha にも及

んでいる（鹿児島県林務水産部，２００３）。

　イチイガシ林は九州の低海抜地の極相で，気候的な適地は広範

囲に分布するが，土地的な適地は農耕地やスギ・ヒノキ造林地と

して利用され少ない（垰田，１９８９）。また，天然林に比べて人工

林では樹形が不均等で枝下高の低い個体が多い傾向があるともい

われている（三善・飯塚，１９８１）。こうしたことから，本県にお

いても成林まで至らないケースも見受けられる。

　しかしながら，本県の造林実績からみて，イチイガシ人工林の

成林への期待は大きく，適切な林分に誘導する技術の基礎資料を

得ることを目的に，成林したイチイガシ林分の追跡調査を行った。

今回は，林分調査結果の経年変化から，林分構造と成長経過およ

び管理手法について考察したので報告する。

Ⅱ．材料と方法

　調査地は大隅半島北部に位置する曽於郡大隅町（図－１）の２

箇所のイチイガシ造林地で，大隅町有林５５年生林分０．３１ha（以下

「岩川」）と個人所有林１４年生林分０．２ha（以下「月野」）である。

表－１にはそれぞれの地況等を示した。岩川には２０m×４０m

（０．０８ha）の方形プロットを，月野には２０m×２０m（０．０４ha）を

設置し，それぞれ，２００３年５月，２００３年１０月に植栽木について，

胸高直径，樹高，分岐高および通直部位高を測定した。ここで，

分岐高とは，明らかに主幹が複数になる位置までの高さを示し，

通直部位高とは主幹が採材時に支障のないような通直性を示す位

置までの高さを意味する。したがって，主幹上に分岐があるとし

ても，いずれかの主幹において地際からの通直性が維持されてい
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あるイチイガシについて，県内に存在するモデル林および若齢林の調査により，林分構造の推移と管理体系について検討した。55 年生の

イチイガシ人工林においては胸高直径ベースで15～45cm階に幅広く分布しており，樹高については20mをピークに階層構造を呈してい
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ており，イチイガシの通直性については若齢時より個体の優劣が明確化することが推察された。また，両林分のデータを時系列処理し，

管理体系を検討した結果，通直性が確保された頃より，材質向上の面からも早期の密度調整を行い，残存木の形質向上と肥大成長を促進

させることが望ましいと示唆された。
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図－１．調査地の位置



る個体については，分岐高以上の位置で通直材高を測定すること

とした。これらの結果から，胸高直径階別本数分布，樹高階別本

数分布といった各林分における林分構造の解析を行い，生産目標

である通直材確保について考察した。

　また，岩川については１９８８年に毎木調査，１９９５年，１９９８年に標

本調査を，月野については１９９８年に標本調査を実施していること

から，イチイガシ人工林管理体系を検討する目的で両者のデータ

を統合し，一体的な林分構造の推移と成長経過を検討することと

した。

　なお，幹材積の算出に当たっては，既存の幹材積表（林野庁計

画課，１９９８）の広葉樹Ⅱ類を適用した。

　また，岩川の１９８８年調査における測定結果が平均値の記録しか

残されていないことから，標準偏差等の算出はできなかった。

　両林分における施業履歴として，岩川については，１９７３年（２５

年生時）と１９８４年（３６年生時）に保育間伐，２０００年（５２年生時）

に択伐が実施された。２０００年の択伐については比較的大きな個体

を優先的に２０本（ha 当たり６５本）を伐採し，約８００千円の収入を

あげた（市場手数料，運搬経費を差し引いた額）。

　月野においては，植栽後に獣害予防策として，植栽地周囲に漁

網を利用した防護ネットを設置した。また，今回の調査期間内

（１９９８～２００３年）に一度間伐を実施しているが，詳細は不明で

あった。

Ⅲ．結果と考察

　１．林分構造の解析

　２００３年現在の林分調査結果および過去の調査結果を表－２，表

－３に示す。

　岩川においては，平均で胸高直径２９．８㎝，樹高１９．３mで，幹材

積合計は４０５m３／ ha であった。２０００年に択伐が行われた影響で幹

材積は前回の調査から約１００m３／ ha 減少しており，現在の成立本

数は６００本／ ha（相対幹距２１．２％）と比較的疎開した林分となった。

　月野においては，平均で胸高直径１１．５㎝，樹高１１．５mの形状比

１００程度の林分であり，完満な個体群から成っている。当林分も

間伐の影響で岩川と同様に比較的疎開した林分であった。また，

隣接するヒノキ林から前回の調査では確認されなかったモウソウ

チクが侵入しており，成林の可能性が危ぶまれる。

　岩川の胸高直径階別本数分布については（図－２），おおむね

正規分布型を呈しており，既報（田内・垰田，１９８７a）の傾向と

同様であったが，２０００年に比較的大径な個体を択伐したことから，

伐採前の分布形態としては図の右方向にピークがあった事が推察

される。また，利用径級に関する指針等を参考にすると，一般用

材として末口径２０㎝以上（林業科学振興所，１９９４），熊本県の生

産目標としては末口径３０㎝以上（熊本県林務水産部，１９９４）とあ

り，当林分は胸高直径ベースで２０㎝以上の出現頻度が９５％，３０㎝

以上では５６％と，一般用材向けの林分としての期待が高いものと

推察できる。

　一方，月野（図－３）では若齢であることや，モウソウチクの

侵入による成長阻害を受け，一様な分布となった。用材林として

の生産目標を掲げる場合，モウソウチクの皆伐はもとより，肥大

成長を促進させるために植栽木を対象とした下層間伐等の施業が

必要と考えられる。

　垂直方向の階層構造をみると（図－４，図－５），岩川は逆L字

型に分布しており，択伐による分布の影響を踏まえても，上層樹

高の割合が高いことがわかる。旧佐伯営林署管内での高齢級イチ

イガシ人工林の研究事例（田内・垰田，１９８７b）に見られる樹高

分布のピークとほぼ一致しており，地位が良好な林分と推察でき

る。分岐高および通直部位高については，概ね６mをピークに

分布しており，特に通直部位高４m以上の出現頻度は８９％であ

り，イチイガシの特性である通直性は人工林においても十分期待

できるものと考えられる。

　月野については，樹高１１mをピークにほぼ正規分布している。

分岐高は３mをピークに分布しているが，通直部位高をみると，

４m以上の出現頻度が７５％と，若齢時から通直性の期待は極め

て高い。

　次に各林分の胸高直径と樹高との関係を図－６に示す。近似さ

せた直線は傾き，決定係数について概ね一致しており（傾きは有

意差なし，y切片は５％危険率で有意），個体の形状については，
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表－１．調査地の概況

月野岩川調査地

１４５５林　齢

１２０m２４０m標　高

SWS～ SSE方　位

３０～３７°２８～３２°傾　斜

匍行匍行堆積様式

山腹平衡山腹平衡局所地形

壌土壌土土性

BDBD土壌型

表－２．大隅町岩川イチイガシ人工林における林分構造の推移

相対幹距（％）成立本数＊３断面積（m２）＊３幹材積（m３）＊３樹高（m）＊２胸高直径（cm）＊２林齢調査年

２４．０６７７－２９０１６．０２６．０４０１９８８＊１

１９．２６５０４６．８１４３４．６２２０．４　±　２．２９２９．６　±　６．５７４７１９９５

１９．１６５０５２．９７５０１．２３２０．６　±　１．９８３１．４　±　７．１２５０１９９８

２１．２６００４４．０８４０５．４９１９．３　±　２．９４２９．８　±　７．１６５５２００３
＊１：１９８８年の調査は平均値のみ，＊２：平均値±標準偏差，＊３：ha 当たりに換算

表－３．大隅町月野イチイガシ人工林における林分構造の推移

相対幹距（％）成立本数＊３断面積（m２）＊３幹材積（m３）＊３樹高（m）＊２胸高直径（cm）＊２林齢調査年

２６．５２，５５６１５．９０　６９．６５８　７．５　±　１．２０　８．６　±　２．３０９１９９８

２０．２１，８５０２０．２１１２５．４１７１１．５　±　１．２０１１．５　±　２．９０１４２００３
＊２：平均値±標準偏差，＊３：ha 当たりに換算
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図－２．岩川における胸高直径階別の本数出現頻度 図－３．月野における胸高直径階別の本数出現頻度

図－６．胸高直径と樹高の関係 図－７．樹高と通直部位高の関係

図－４．岩川における垂直方向の階層構造 図－５．月野における垂直方向の階層構造

R２＝ 0.5969

R２＝ 0.5762



この時点において同様のばらつきを呈した林分と推察される。さ

らに，樹高と通直部位高との関係を図－７に示す。岩川，月野い

ずれも有意な相関関係は示さず，樹高成長に関係なく実生林分の

特性である遺伝的要因の影響が強いと示唆された。また，通直性

については若齢時より個体の優劣が明確化しており，今後は４m

材を確保できない個体を除伐するといった，生産目標に応じた施

業が必要と考える。

　２．林分構造の推移

　地位や個体の形状のばらつきが類似していることから，月野お

よび岩川の調査結果を時系列データとして統合し，本県における

イチイガシ人工林の構造推移を検討した。

　まず，胸高直径（図－８）では，５２年生時までは直線的な増加

傾向を示し，計３度の間伐で順調に成長している。５２年生での択

伐により，大きな個体を伐採したことから，一時的に減少傾向を

見せるが，林分が疎開した成立本数であることを考慮すると，今

後の持続的な成長は十分に期待できる。

　次に樹高の推移（図－９）をみると，概ね胸高直径と同様な傾

向を示しているが，９年生から１４年生にかけて１度の間伐での成

長増加率が大きく，以降２度の間伐ではそうした上昇はみられな

かった。これらから，若齢時の樹高成長は極めて良好であり，併

せて間伐の効果も発揮されたと推察される。しかしながら，４０年

生から４７年生に至る樹高成長の上昇については，今回の結果から

は要因が見いだせなかった。

　幹材積と断面積の推移を図－１０に示す。これらについても胸高

直径や樹高と同様の傾向を示した。２０００年の択伐の影響により，

成長の上限値への漸近傾向は判断できないが，イチイガシ人工林

の成長推移を高齢時においても明らかにするためには，追跡調査

や他の林分調査等により検証する必要があると思われる。

　成立本数と密度（相対幹距）の推移を図－１１に示す。森林所有

者が人工林を管理する際には，本数管理等の目安が単純明快であ

る。国有林のイチイガシ林の密度管理基準（熊本営林局，１９９５）

では林齢６０年生で５７０本とある。本研究においては，５５年生時の

成立本数が６００本と近似した本数管理で推移していた。このとき

の相対幹距は２１．２％と比較的疎開した林分であり，今後の林分の

成長に関していえば，理想的な成立環境と推察できる。

　３．管理体系の検討

　これまでの調査結果から，本県におけるイチイガシ人工林の管

理体系を検討した。

　岩川は植栽当時の情報がないことから，植栽本数等については

不明であるが，月野の経緯から推察すると ha 当たり３０００本植栽

で成林が期待できる。高密度植栽による側圧を利用した通直材確

保の施業も期待できるが，本研究における通直性評価や植栽時に

おける苗木代のコストを考慮すると３０００本植栽は妥当なラインと

いえる。

　また，植栽後の初期保育として，獣害予防策を講じた月野にお

ける植栽木の残存率を考慮すると，コスト高にはなるが必要不可

欠な対策といえ，イチイガシに限らず，ニホンジカやノウサギの

嗜好性が高い樹種については，こうした初期対策は必要である。

また，単一樹種植栽による病虫獣害の一斉被害を避けるためには，

他樹種との混交植栽も被害回避策として検討課題になると思われ

る。

　初期成長が良好なイチイガシ林においては，個体の優劣が明確

化してくるⅡ～Ⅲ齢級から，分岐木や被圧木を中心に間伐し，残

存木の形質管理と肥大成長を促進させることが必要と考える。

　岩川を参考に生産目標本数を定めるとすると，高齢時において

も持続的な成長を促進させるためには，５５年生程度で ha 当たり

６００本程度までに本数を管理しておく必要がある。イチイガシは

成長が良いほど材質も優良とされているので，年輪幅を大きくす

ることが有利である（垰田，１９８９）。したがって，通直性の優劣

が明確化する時点以降の本数密度調整による肥大成長促進の技術
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図－８．イチイガシ林分構造の推移（胸高直径）

図－９．イチイガシ林分構造の推移（樹高）

図－１０．イチイガシ林分構造の推移
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図－１１．イチイガシ林分構造の推移

↑は間伐あるいは択伐実施

↑は間伐あるいは択伐実施

↑は間伐あるいは択伐実施

↑は間伐あるいは択伐実施



は，その後の収益面に大きく寄与するものと考えられる。

Ⅳ．おわりに

　今回，本県のイチイガシモデル林と若齢林の調査結果から，林

分構造の推移と管理体系について考察した。

　これらは本県一部での事例であり，適用範囲は局所的になる可

能性もあるが，環境要因により成長の違いはあっても，暫定的な

ガイドラインとしての活用が期待される。

　今後の方針としては，モニタリング的な調査等を実施し，林分

構造の推移や本数管理基準等について逐次検証をしていきたい。

このほか，本調査地のみならず，県内外でもみられるように，人

工林等に侵入するモウソウチクの問題が顕著になっている。こう

した成長阻害要因の回避も早期に対策を講じる必要があろう。

　なお，本研究を行うにあたり，大隅町役場経済課，鹿児島県大

隅農林事務所の森政幸氏，鹿児島県林業振興課の辻稔氏には貴重

な情報等を提供していただいた。ここに記して深謝の意を表する。
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